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(57)【要約】
【課題】感光体の帯電ムラ及びＯＦＳ光学系における感
光体を走査する際のレーザ光量ムラ及びポリゴンミラー
各面の不均一よるレーザ光量ムラの補正を行うこと。
【解決手段】感光体の帯電ムラメモリには、感光体に起
因する帯電ムラデータを記憶し、レーザの光量ムラメモ
リには、ポリゴンミラー各面に対してのレーザの光量ム
ラデータを記憶しておく。感光体の帯電ムラデータ及び
レーザの光量ムラデータから、補正データ生成部におい
て、両データによる演算処理を施し、帯電ムラ及び光量
ムラの両方を補正する新たな補正データを生成する。求
められた補正データにより、レーザ光量を制御し、画像
の濃度ムラを低下させた、均一な画像を得ることが可能
となる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部と、
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子と、
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡と、
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成する補正デ
ータ生成手段と、
　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段と、
　を備え、
　前記レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補正データ
を用いてレーザの光量を補正することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記像担持体における帯電ムラ情報を記憶する第２記憶手段を更に有し、
　前記補正データ生成手段は、前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報と、前記第２
記憶手段に記憶された帯電ムラ情報の両方を用いて前記補正データを生成することを特徴
とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記像担持体は基準位置を有し、
　前記基準位置を検出する検出手段と、
　前記像担持体において前記基準位置からの相対位置を特定する手段と、
　を更に備え、
　前記補正データ生成手段は、特定した前記相対位置に応じて、前記補正データを生成す
ることを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記補正データ生成手段で生成された前記補正データを、回転多面鏡の反射面毎に記憶
する第３記憶手段を更に備えたことを特徴とする請求項１、２又は３に記載の画像形成装
置。
【請求項５】
　前記補正データ生成手段は、前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報から、前記回
転多面鏡の反射面毎に逐次、帯電ムラ及びレーザ光量ムラ補正データを生成することを特
徴とする請求項１、２又は３に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部と、
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子と、
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡と、
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段と、
　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段と、
　を備える画像形成装置の制御方法であって、
　　前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成し、前記
レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補正データを用い
てレーザの光量を補正することを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項７】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部と、
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子と、
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡と、
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段と、
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　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段と、
　を備える画像形成装置の制御プログラムであって、
　　前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成し、前記
レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補正データを用い
てレーザの光量を補正する機能を画像形成装置に実現させることを特徴とする画像形成装
置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばレーザプリンタや複写機等の電子写真方式により画像形成処理を行な
う技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、画像形成装置においては画像濃度を一定にする為に、１走査中のレーザ光量
を一定に制御する為のＡＰＣ（Auto Power Control）制御等の手法がとられている。
【０００３】
　しかし、レーザ光量を一定に制御したとしても、図７及び図８に示す感光体の帯電ムラ
や図９に示すOFS光学系におけるレーザの光量ムラ（感光体の主走査方向の両端部におけ
るレーザ光量の低下）があり、画像形成時に濃度ムラの発生の原因となっている。そして
、これらの問題点を改善する方法が過去に提案されている（特許文献１及び特許文献２を
参照）。
【特許文献１】特開２００５－７００６９号公報
【特許文献２】特開２００５－６６８２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のような感光体に起因する帯電ムラ及びＯＦＳ光学系におけるレー
ザの光量ムラを補正しても、回転多面鏡の各面がすべて均一ではなく、バラツキがある為
、ポリゴンミラーの各面に対してレーザの光量ムラにばらつきが発生する。
【０００５】
　本発明は上記従来技術の課題を解決するためになされたもので、その目的は、回転多面
鏡の各面のバラツキを補正して、高画質の画像を形成する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る装置は、以下の発明特定事項を含む。
【０００７】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部。
【０００８】
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子。
【０００９】
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡。
【００１０】
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段。
【００１１】
　前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成する補正デ
ータ生成手段。
【００１２】
　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段。
【００１３】
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　そして、前記レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補
正データを用いてレーザの光量を補正することを特徴とする。
【００１４】
　上記目的を達成するため、本発明に係る制御方法の対象となる画像形成装置は、以下の
発明特定事項を含む。
【００１５】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部。
【００１６】
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子。
【００１７】
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡。
【００１８】
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段。
【００１９】
　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段。
【００２０】
　そして、前記第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成し
、前記レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補正データ
を用いてレーザの光量を補正することを特徴とする。
【００２１】
　上記目的を達成するため、本発明に係るプログラムは、以下の発明特定事項を含む画像
形成装置の制御プログラムである。
【００２２】
　画像信号を基にレーザ駆動信号を生成するレーザ駆動制御部。
【００２３】
　レーザ駆動信号に応じてレーザ光を発するレーザ発光素子。
【００２４】
　前記レーザ発光素子が発したレーザ光を、像担持体に走査する回転多面鏡。
【００２５】
　前記回転多面鏡を介して前記像担持体に走査されるレーザの光量ムラ情報を、前記回転
多面鏡のレーザ反射面毎に、記憶する第１記憶手段。
【００２６】
　前記回転多面鏡の反射面を検知する為の面検知手段。
【００２７】
　そして、第１記憶手段に記憶された光量ムラ情報に基づいて、補正データを生成し、前
記レーザ光量制御部は、前記面検知手段で検知した反射面に対応する前記補正データを用
いてレーザの光量を補正する機能を画像形成装置に実現させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、回転多面鏡の各反射面の不均一性から生じるレーザの光量ムラを補正
することにより、画像の濃度ムラを低下させ、高画質の画像を形成することが可能となる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下に、図面を参照して、この発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。た
だし、この実施の形態に記載されている構成要素はあくまで例示であり、この発明の範囲
をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００３０】
　（第１実施形態）
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　図１は、本発明の第１実施形態としての画像形成装置の本体構成を示す図である。原稿
搬送部１３０の構成は以下の通りである。原稿置き台１３１にセットされた原稿は給紙ロ
ーラ１３２によって１枚ずつ原稿読取位置まで搬送される。原稿読取位置はモータ１３６
によって駆動される原稿搬送ベルト１３７で所定の位置に原稿が配置され原稿の読取動作
が原稿読取部１２０で行なわれる。原稿の読取動作後は、フラッパ１３５にて搬送経路が
変更され、モータ１３６を逆転することで原稿が排出トレイ１３８に排出される。
【００３１】
　原稿読取部１２０は以下のように構成されている。露光ランプ１２２は、蛍光灯、ハロ
ゲンランプ等からなり、その長手方向に対して垂直方向に移動しながら、原稿載置ガラス
（原稿台）１２６上の原稿を照射する。露光ランプ１２２の照射による原稿からの散乱光
は、第１ミラー台１２１、第２ミラー台１２３に反射され、レンズ１２４に到達する。こ
の時、第１ミラー台１２１の移動に対して、第２のミラー台１２３は、１／２のスピード
で移動し、照射した原稿面から、レンズ１２４までの距離は常に一定に保たれる。第１ミ
ラー台１２１、第２ミラー台１２３はモータ１２５で移動する。原稿上の像は、ミラー台
１２１、１２３、レンズ１２４を介して、数千個の受光素子がライン配列されたＣＣＤラ
インセンサ１２７の受光部上に結像し、ＣＣＤラインセンサ１２７により逐次、ライン単
位で光電変換される。光電変換された信号は、図示せぬ信号処理部で処理され、ＰＷＭ変
調されて出力される。
【００３２】
　画像形成部１００は以下のように構成されている。露光制御部は、信号処理部の出力で
あるＰＷＭ変調した画像信号に基づいてレーザ発光素子を含む半導体レーザ１０１を駆動
し、光ビームを定速回転している感光体１０７の表面に照射する。この時、像担持体とし
てのドラム状の感光体１０７の軸方向と平行に、モータ１０３で回転しているポリゴンミ
ラー１０２を用いて光ビームを偏向走査する。なお、感光体１０７は、光ビームを照射す
る前に、図示せぬ前露光ランプによりドラム上の残量電荷が除電され、図示せぬ１次帯電
器その表面が均一に帯電させている。したがって、感光体１０７は回転しながら光ビーム
を受けることにより、ドラム表面に静電潜像が形成される。そして、現像器１０４により
、ドラム表面の静電潜像を所定色の現像剤（トナー）で可視化する。
【００３３】
　後述する本体給紙段１４０、１５０、１６０、１７０、１８０から搬送された転写紙は
、レジストローラ１０６まで搬送される。レジストローラ１０６は、センサ１０５を用い
て転写紙の到達を検知し、感光体１０７に形成された画像先端と、転写紙の先端のタイミ
ングを合わせて転写位置に転写紙を給紙する。１０８は転写帯電器で、感光体１０７上の
現像されたトナー像を給送された転写紙に転写する。転写後、図示せぬクリーナーが、感
光体１０７に残ったトナーを除去する。転写の終了した転写紙は、感光体１０７の曲率が
大きいため、感光体１０７から分離しやすいが、さらに、図示せぬ除電針に電圧をかける
ことで、感光体１０７と転写紙の間の吸着力を弱め、分離を行いやすくしている。
【００３４】
　分離された転写紙は、定着部１０９に送られトナーが定着される。１１０は、セラミッ
ク・ヒータ、及びフィルム１１１、２つのローラで構成され、セラミック・ヒータ１１０
の熱は、薄いフィルム１１１を介して効率よく伝達される。冷却ローラは、定着部ローラ
を放熱する。給送ローラは、大ローラ一つと小ローラ二つで構成され、定着部からの転写
紙を給送すると共に、転写紙の巻き癖を補正する。方向フラッパ１１２は、被転写紙の排
出先を動作モードに応じてトレイ１１４と搬送ユニット１９０とに切り替える。
【００３５】
　搬送ユニット１９０は、転写紙を後述する後処理装置１０まで搬送するためのユニット
で、搬送ローラ１９１にて転写紙搬送している。本体給紙段１４０、１５０、１６０、１
７０は同じ機構で構成され、１８０は１４０、１５０、１６０、１７０より大量の転写紙
を蓄積できるデッキ給紙段である。
【００３６】
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　本体給紙段１４０、１５０、１６０、１７０はほぼ同等の構成を取っているので、本体
給紙段１４０を例にとってその構成を説明する。転写紙を蓄積収納するカセット１４１の
底面には、リフトアップモータ１４３によって上下する底板１４２が配置されている。こ
の底板１４２が上昇することで所定の待機高さで転写紙を待機することができる。所定の
位置で待機している転写紙は、ピックアップローラ１４４を使って給紙ローラ１４５まで
搬送される。給送ローラ１４５対は、給紙と逆回転方向にトルクがかけられており、これ
により記録媒体の重送を防止しつつ転写紙を一枚ずつ搬送パスへと送り出している。また
、搬送ローラ１４６は、本体給紙段１４０より下方にある給紙段から搬送されてきた転写
紙をさらに上方に搬送するためのローラ対である。
【００３７】
　デッキ給紙段１８０の構成は以下の通りである。転写紙を蓄積収納する紙庫１８１の底
面にも転写紙を待機位置まで上昇させる底板１８２が配置されている。底板１８２はモー
タ１８３によって回転するベルトに接続されており、ベルトが移動することで底板１８２
の上昇・下降を制御している。待機位置にある転写紙はピックアップローラ１８５で給紙
ローラ対１８４まで搬送され、本体給紙と同様に重送を防止しつつ転写紙を搬送パスへと
搬送している。
【００３８】
　後処理装置１０では、画像形成部１００からの転写紙をローラ１１にて受け取る。受け
取られた転写紙の出力先としてトレイ３４が選択されている場合にはフラッパ１２にて搬
送方向が切り替えられローラ３３を用いて転写紙がトレイ３４に排出される。トレイ３４
は通常処理中に割り込んで行う処理の排出先などテンポラリに使用する排出トレイである
。
【００３９】
　通常排出用のトレイはトレイ１８とトレイ１９である。これらのトレイにはフラッパ１
２で下方に搬送路を切り替えた後、さらにフラッパ１３でローラ１６の方へ搬送路を選ぶ
ことで排出できる。フラッパ１３と１４で搬送路を垂直下方に選び、反転ローラ１５で搬
送方向を逆転した場合には反転排紙が可能である。このトレイ１８、１９の排出時にはス
テイプラ１７を用いたステイプルが可能となっている。また、転写紙をトレイ１８とトレ
イ１９のいずれに出力するかはシフトモータ２０を用いてトレイ自体を上下させることで
行う。
【００４０】
　トレイ２７は製本時に使用する排出トレイである。反転ローラ１５からローラ２１へ転
写紙を搬送し一次蓄積部２３へ転写紙を所定量蓄積する。蓄積終了後ステイプラ２４で製
本作業を行い、フラッパ２５の方向を変更し蓄積時とは逆方向にローラ２２を回転させ、
ローラ２６を経由してトレイ２７へと排出する。
【００４１】
　図２は画像形成装置の露光制御部の構成を示す図である。画像信号生成部１から画像信
号を受け取り、レーザ駆動制御部２においてレーザ駆動信号が生成され、レーザ駆動信号
を基に半導体レーザ１０１によりレーザ光が照射される。
【００４２】
　半導体レーザ１０１により照射されたレーザ光は拡散放射されるため、コリメータレン
ズ４を介して平行光にされ、複数のレーザ反射面を備えた回転多面鏡としてのポリゴンミ
ラー１０２に入射する。ポリゴンミラー１０２は、等角速度で回転しており、ポリゴンミ
ラー１０２に入射したレーザ光は、角度を変えながら反射光となる。この反射光は、ｆ－
θレンズ６を介して走査速度を補正され、感光体１０７を等速度で走査する。なお、ＢＤ
センサ８は、ポリゴンミラー１０２からの反射光を検出するセンサであり、反射光を検出
したときに、ポリゴンミラー１０２の回転とデータの書き込みの同期をとる為の水平同期
信号を生成する。
【００４３】
　次に図３を用いて本実施形態における帯電ムラ及びレーザ光量ムラの補正処理のための
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構成を説明する。また、各構成を用いた処理の流れについて図１０のフローチャートを用
いて説明する。
【００４４】
　図３において、補正データ生成手段としての補正データ生成部３０３は、第２記憶手段
としての電位ムラデータメモリ３０１と、第１記憶手段としての光量ムラデータメモリ３
０２から、電位ムラデータと光量ムラデータとを入力する。そして、補正データ生成部３
０３は、電位ムラデータ及びポリゴンミラー各面の光量ムラデータの補正データを生成す
る（Ｓ１００１）。補正データ生成部３０３は、両方の補正を併せ持った補正データを、
第３記憶手段としての電位ムラ及び光量ムラ補正データメモリ３０４に記憶する（Ｓ１０
０２）。このとき、電位ムラ及び光量ムラ補正データメモリ３０４には、ポリゴンミラー
１０２の各反射面毎の電位ムラ及び光量ムラ補正データが記憶される。すなわち、ｎ面の
ポリゴンミラーを使用した場合、電位ムラ及び光量ムラ補正データはｎ個分、記憶される
ことになる。第１実施形態における補正データ生成についてのイメージ図を図４に示す。
【００４５】
　補正データ選択手段３０６においては、感光体の走査位置検知回路３０７と面検知手段
としてのポリゴンミラーの面検知回路３０８がある。プリント要求があるとステップＳ１
００３からステップＳ１００４に進み、ポリゴンミラーの面検知回路３０８は、ＢＤセン
サ８から、ＢＤ検知信号を受け取る。そして、ポリゴンミラーのどの反射面を使用するか
を示すＣｕｒｒｅｎｔ　Ｐｌａｎｅ信号を出力する。感光体の走査位置検知回路３０７は
、ＨＰ（ホームポジション）センサ３０９及びＢＤセンサ８から、ＨＰ検知信号とＢＤ検
知信号を受け取る。そして、感光体１０７の走査位置を示すＣｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信
号を出力する（Ｓ１００５）。像担持体としての感光体１０７は、基準位置としてのホー
ムポジションを有しており、検出手段としてのセンサ３０９によって、この基準位置が検
出される。
【００４６】
　作像が開始されると、ステップＳ１００６からステップＳ１００７に進み、ＣＰＵは、
Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信号及びＣｕｒｒｅｎｔ　Ｐｌａｎｅ信号を受信する。そして
、電位ムラ及び光量ムラ補正データメモリ３０４から、ポリゴンミラーの反射面及び感光
体の走査位置に対応する、電位ムラ及び光量ムラ補正データを選択する。レーザ光量制御
部３０５に対して補正信号が出力される（Ｓ１００８）。そして、補正信号を基に、レー
ザ光量制御部３０５にて、レーザの光量の調整が行なわれ（Ｓ１００９）、感光体１０７
をレーザ光が走査する（Ｓ１０１０）。これで作像終了であれば、ステップＳ１０１１か
ら処理を終了する。作像が終了していなければ、次のラインにレーザ光を照射するため、
ステップＳ１００７に戻る。即ち、補正データ生成手段としての補正データ生成部３０３
は、回転多面鏡のレーザ反射面を随時検知し、更に、反射されたレーザが照射された像担
持体上の基準位置からの相対位置を特定し、反射面と、特定した相対位置に基づいて、補
正データを生成する。
【００４７】
　次に、ポリゴンミラー１０２の面検出処理（Ｓ１００４）及び感光体の走査位置検出処
理（Ｓ１００５）の詳細を説明する。図１２は、ポリゴンミラー１０２の面検出処理の詳
しい内容について示すフローチャートである。
【００４８】
　まず、プリンタ要求が入ると、ポリゴンミラーが回転を始め、ポリゴンミラーの速度が
安定するまで待つ（Ｓ１２０１）。ポリゴンミラーの速度が安定した後、ＢＤセンサがＢ
Ｄ信号を出力し、ＢＤ信号の周期を測定する（Ｓ１２０２）。これにより、ポリゴンミラ
ーの各面の長さを特定する（Ｓ１２０３）。そして、ポリゴンミラーの面検知回路におい
て、ＢＤ信号を受け取る毎に（Ｓ１２０４）、ＢＤ信号の周期からポリゴンミラーの面を
検知し（Ｓ１２０５）、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｌａｎｅ信号を出力する（Ｓ１２０６）。
【００４９】
　図１２に示す一連の処理により、ポリゴンミラーのどの面にレーザ光が照射されている
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かを示すＣｕｒｒｅｎｔ　Ｐｌａｎｅ信号を出力することができる。つまり、ポリゴンミ
ラーのどの面にレーザ光が照射されているかを把握することができる
　感光体の走査位置検出処理についてのフローチャートを図１３に示す。まず、プリンタ
要求が入ると、感光体が回転を始め、感光体の速度が安定するまで待つ（Ｓ１３０１）。
その後、ＨＰ指示手段及びＨＰセンサにより、感光体ドラムのＨＰを検出し、感光体の走
査位置検知回路において、基準位置としてのＨＰからの相対位置を、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌ
ｉｎｅカウンタに設定する（Ｓ１３０２）。そしてＢＤセンサからのＢＤ信号を検知して
（Ｓ１３０３）、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅカウンタをカウントアップし（Ｓ１３０４）
、感光体の走査位置を決定し（Ｓ１３０５）、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信号を出力する
（Ｓ１３０６）。このようなステップＳ１３０３～Ｓ１３０６の処理を、感光体のＨＰを
検知するまで、ＢＤ信号を検知するたびに行う。そして、感光体のＨＰを検知したら、ス
テップＳ１３０７からステップＳ１３０８に進んで、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅカウンタ
をリセットし、ステップＳ１３０２に戻る。これにより、像担持体において基準位置から
の相対位置を特定することができる。
【００５０】
　図１３に示す一連の処理により、感光体１０７がどのような回転位置にあるのかを示す
Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信号を出力させることができる。つまり、図８の下段に示すグ
ラフの横軸のどの位置にレーザが照射されているかを把握することができる。
【００５１】
　以上、本実施形態によれば、ポリゴンミラーの面ごとのばらつきまで考慮して、レーザ
光の補正制御を行うことができ、より品質の整った、高画質の画像を得ることが可能にな
る。
【００５２】
　（第２実施形態）
　以下に図５を用いて本発明の第２実施形態である帯電ムラ及びレーザ光量ムラの補正処
理のための構成を説明する。また、各構成を用いた処理の流れについて図１１のフローチ
ャートを用いて説明する。
【００５３】
　本実施形態では、第１実施形態のような電位ムラ及び光量ムラ補正データメモリ３０４
を用意しない。その代わりに、逐次、電位ムラ及び光量むら補正データを生成し、レーザ
光量制御部３０５に入力する(図６)。
【００５４】
　その他の画像形成装置の本体構成及び露光制御部の構成は第１実施形態と同様であるた
めここでは説明を省略する。また、図５、図１１においても、第１実施形態と同じ構成に
ついては同じ符号を付して説明を省略する。
【００５５】
　作像を開始するにあたり、ＣＰＵはＣｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信号及びＣｕｒｒｅｎｔ
　Ｐｌａｎｅ信号を取得する（Ｓ１１０１）。そして、電位ムラデータメモリ３０１とポ
リゴンミラー各面の光量ムラデータメモリ３０２から、Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｌｉｎｅ信号及
びＣｕｒｒｅｎｔ　Ｐｌａｎｅ信号に応じて、電位ムラデータと光量ムラデータを選択す
る。補正データ生成部３０３は、ポリゴンミラーの面及び感光体の走査位置に応じた、電
位ムラデータ及びポリゴンミラー各面の光量ムラデータの補正データを逐次生成する（Ｓ
１１０２）。そしてレーザ光量制御部３０５に対して補正信号を出力する（Ｓ１１０３）
。補正信号を基に、レーザ光量制御部３０５にて、レーザの光量の調整を行い（Ｓ１００
９）、感光体上に対してレーザ光を走査させる（Ｓ１０１０）。
【００５６】
　ポリゴンミラーの面検出処理及び感光体の走査位置検出処理の詳細は、第１実施形態と
同様である。
【００５７】
　また、帯電ムラの少ない精度の良い感光体や均一性の高い精度の良いポリゴンミラー等
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の高価な部品を使うことなく、より安価に高品位の画像を提供できる。
【００５８】
　更に、第２実施形態の構成をとることにより、逐次補正データを生成し、レーザ光量を
補正する為、ポリゴンミラーの各反射面毎の帯電ムラ及びレーザ光量ムラ補正データを記
憶する記憶手段を持たない為に、メモリ容量を削減できる。
【００５９】
　（他の実施形態）
　以上、本発明の実施形態について詳述したが、本発明は、複数の機器から構成されるシ
ステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適用しても良い。
【００６０】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するプログラムを、システム或いは装
置に直接或いは遠隔から供給し、そのシステム或いは装置が、供給されたプログラムコー
ドを読み出して実行することによっても達成される。したがって、本発明の機能処理をコ
ンピュータで実現するために、コンピュータにインストールされるプログラムコード自体
も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００６１】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わ
ない。
【００６２】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクがある。また、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ
、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ（ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などがある。
【００６３】
　その他、クライアントＰＣのブラウザを用いてインターネットサイトに接続し、本発明
に係るプログラムそのもの、もしくは更に自動インストール機能を含むファイルをハード
ディスク等の記録媒体にダウンロードするという利用方法もある。また、本発明に係るプ
ログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを
異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能である。つまり、本発
明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムを複数のユーザに対してダウン
ロードさせるＷＷＷサーバも、本発明の範疇に含まれる。　また、本発明に係るプログラ
ムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に記憶してユーザに配布してもよい。所定の条
件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページから暗号化を解く鍵
情報をダウンロードさせ、その鍵情報を使用することにより暗号化されたプログラムを実
行してコンピュータにインストールさせて実現することも可能である。
【００６４】
　また、プログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳなどが、実際の
処理の一部又は全部を行ない、その処理によっても前述した実施形態の機能が実現され得
る。
【００６５】
　さらに、ＰＣの機能拡張ユニットに備わるメモリに本発明に係るプログラムが書き込ま
れ、そのプログラムに基づき、その機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の
一部又は全部を行なう場合も、本発明の範疇に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】画像形成装置の本体構成を示す図。
【図２】画像形成装置の露光制御部の構成を示す図。
【図３】第１実施形態の構成図。
【図４】第１実施形態における補正データ生成を示す図。（６面のポリゴンミラー使用時
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【図５】第２実施形態の構成図。
【図６】第２実施形態における補正データ生成を示す図。（６面のポリゴンミラー使用時
）
【図７】感光体の主走査方向の帯電ムラを示す図。
【図８】感光体の副走査方向の帯電ムラを示す図。
【図９】ＯＦＳ光学系におけるレーザの光量ムラを示す図。
【図１０】第１実施形態のシーケンスを示すフローチャート。
【図１１】第２実施形態のシーケンスを示すフローチャート。
【図１２】ポリゴンミラーの面検出のシーケンスを示すフローチャート。
【図１３】感光ドラムの走査位置検出のシーケンスを示すフローチャート。
【符号の説明】
【００６７】
１　画像信号生成部
２　レーザ駆動制御部
３　半導体レーザ
４　コリメータレンズ
５　ポリゴンミラー
６　ｆ－θレンズ
７　感光体
８　ＢＤセンサ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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